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GAMM 丶10で は真空容器壁 の 状態を評価、監視するために、プ ラズ マ 放電に よっ て真空 合 器壁か ら脱離（PID； Plasma　ImpucしDesorpti。n）
されろガ ス 分子 の 計測をセ ン トラル 部、西エ ン ド部 で 行っ て い るn

　PID 測定 とは 、四重 極質量 分 析 器 （QMA ： Quadiupole　Mass　Ana ［yzer ）を用
い て 、フ ラズ マ と真空容器壁の 相互作用により壁か ら脱雎したガ ス の 分圧を ，十測するもの である 。 これ まで、G へMM へ10で は高温 、高密度を

目的とす る RF モ
ートの 実験を行っ て きたが、最近で は 鬲副 寸πを目的とす る ECRH モ

ー一ドの 実験を行っ て い る 今同、　r・t・1モ ー一
ドで 計測を行

い 、セ ン トラル 部と西 エ ン ド粥 に お ける辟コ ン デ ィシ ョ ニ ン グの 進行状況の 比 較を行 っ た。
　P［D 計測 シ ス テム は 、ス イ

ープ ジェ ネレータ及 び パ ーソナ ル コ ン ビュータを用い て い る、ス イ
ープ ジ ェ ネレ

ー
タは QMA コ ン トロ ーラに の こ

ぎり波状の 電圧 を送る／t この 電 圧 は QMA の 計損「頂 量数 に 対応 して おり、結果として ユ网 の プラズ マ 放 電 （シ ョ ッ ト）で サ ン プル 周期 50ms に

て 質量数 XT・・1〜50 の 分圧の 。十測を行うこと

ガ で きる 。 PID計測シ ス テ ム 概念図を図 1 に

示す、図 2 に Rドモ
ー

ドか らECI［モ
…

ドへ 切
り替えたときの セ ン トラ／ン部で の P［D 計測の

結果 （質量数 M ＝2）を 示 す．プ ラズ v シ ョ ッ ト

前における値とプ ラズ マ シ
ー
」 ントに お するピ

ー

ク時の 分圧 の 宍分を 皿 ［D と定義した。
RF か

ら ECH に 切 り替え 時に △P［D の 値が 2．O〜
2，5倍 になっ て い るの が わか る。これは、モ

ー

ド切 り替え 時 に ガス バ フ の 流 量 を 変えて 放黽

して い ることが、番 の 要囚と考えられ る

　本公演で は 、ガス ／ ノ の 流量と△PID との

依存性 ヤ モ ード切り替え時の セ ン トラル 部と

西エ ン ド での 却 ID に つ い て比較、解析した

結果を報告す る
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図 1PID 計測シ ス テ ム 概念 図
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図 2PID 計測 絆 果
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